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「あったらいいな」、こう思わせるアイデア商品で売り上げを伸ばしている企業がある。ちなみに筆者

が愛用する「メガネクリーナ」もそのひとつ、日頃、常用している。発売元は「製薬会社」を名乗ってい

るが、アイデアに富む日用小物メーカとしての方が馴染み深い。その商品は、コンビニ、スーパー、どこ

でも手に入る。

ところで本誌は、もちろん、一般医家の先生方からの投稿を歓迎している。いや、豊富な日常の診療経

験とアイデアこそ、ぜひ活字として披瀝して頂きたい。しかし科学的な論文として完成するにはいくつか

の約束事がある。「文献」検索もそのひとつである。自分では、大発見と思っても既に先人が報告してい

る場合もある。そのような誤りを避けるために欠かせないのが文献検索という厄介なプロセスである。し

かし大学勤務で、普段、コンピュータによる文献渉猟に馴れておいでの先生方と異なり、一般医家には重

荷でもある。このようなとき面倒な文献検索をお手伝いできる機能と機構が「あったらいいな」、と思う。

本号では５編の論文をお届けする。注目頂きたいのは巻末に掲載した過去２０号の総目次である。２０巻、

イコール２０年の年月がもつ意味は大きい。例えていえば、この世に誕生した赤子が、成人式を迎え一人前

の青年に育つまでの歴史だからである。活字にするとホンの数頁だが、よくぞ２０年間保ったものだとの思

いが胸に迫る。当初は毎年１号のみの刊行、途中からは年間複数回の刊行を目指し現在の体裁となった。

ちっぽけな小誌とはいえひとつの文化である。この灯を絶やしてはならない。活発なご投稿を期待する由

縁である。 ［高橋 英世］
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